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職　種 人　員 受　験　資　格

専任職員  　
（事務職）

１名

正規職員募集
◎採用試験 日　時：平成31年２月４日（月）午前９時から
 場　所：総合福祉会館　２階研修室
 内　容：教養試験・作文・面接
◎受付期間 １月31日（木）まで
 午前８時30分～午後５時（土日・祝日を除く）
◎申込方法 当社協指定の履歴書に必要事項を記入のうえ、
 社会福祉協議会まで持参してください。（郵送不可）
◎問合せ先 赤穂市社会福祉協議会（☎42-1397）

昭和58年４月２日以降に生まれた
人（平成31年４月１日における満
年齢が35歳までの人）で、社会福
祉士資格を有する人又は平成31年
３月までに同資格を取得見込の人

「あこう社協だより」は、赤い羽根共同募金の配分金で作成しています。

あこう社協だよりあこう社協だより

　１２月１日（土）～２３日（日）にかけて、市内１４
地区で『三世代交流もちつき大会』が行われまし
た。
　この事業は、歳末たすけあい運動の一環とし
て、子どもから大人・高齢者までの三世代がもち
つきで交流しながら実施されています。
　つきあがった餅は、ひとり暮らし老人・高齢者
世帯等の対象者に配られました。
（写真は、１２月１日　赤穂地区の様子）
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ご意見・問合せは ホームページもぜひご覧ください！

社会福祉法人 赤穂市社会福祉協議会　〒678-0232 赤穂市中広267番地
電 話　０７９１－４２－１３９７／ＦＡＸ　０７９１－４５－２４４４
E-mail　ako-shakyo@ako-shakyo.jp 検索検索赤 穂 市 社 協

　新年あけましておめでとうございます。１月号、何か新年らしい企画を！ということで、
亥年生まれの方に新年の抱負をうかがいました。どなたにお話を聞きにいこうか考え、福
祉施設、学校、大学、民生委員さんなどにお声かけし、12 歳から 96 歳までの 12 名の方が
素敵な笑顔で応じてくださいました。
　新たな一年、今年も多くの市民の皆さまにこの「あこう社協だより」をご愛読いただき、
また一人でも多くの方に紙面に登場していただきますよう、取材についてもご協力よろしく
お願いいたします。 （阿）

期　間
１月31日（木）～２月２日（土）
午前９時～午後５時

福祉会館２階
展示室・貸衣裳室

・打掛 ………………………… ￥30,000 ～
・ウエディングドレス……… ￥20,000 ～
・紋付 ………………………… ￥15,000 ～
・タキシード ………………… ￥12,000 ～
・モーニング ……………………￥ 5,000　 

・振袖 ………………………………… ￥10,000 ～
・留袖 ………………………………… ￥ 4,000 ～
・子供服 …………………………… ￥ 3,000 ～
・ゲストドレス …………………… ￥ 3,000 ～

問合せ先　赤穂市社会福祉協議会 貸衣裳（☎42-1397）

・花嫁衣裳…２割引・その他貸衣裳…１割引
・花嫁衣裳20万円以上ご契約者…
　　　　　　　持込料半額負担（上限４万円）
・新郎新婦衣裳・振袖写真撮りのみ…３割引

年男・年女の方々の今年の抱負・・・・・・・・・・・・・・・・・2Ｐ

（特集）見守る・支える・地域住民をつなぐ
地域に寄りそう　民生委員・児童委員・・・・・・・・・・4Ｐ

赤い羽根共同募金・歳末たすけあい運動に
ご協力ありがとうございました！・・・・・・・・・・・・・・・・8Ｐ

子育て中の皆さまへお知らせ・・・・・・・・・・・・・・・・・・9Ｐ

Let's ボランティア第10号・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10Ｐ

まち発見！あこう福祉ニュース・・・・・・・・・・・・・・・・11Ｐ

正規職員募集／春の貸衣裳予約会・・・・・・・・・・・12Ｐ

2019年2019年

※貸衣裳の収益金は地域福祉を高めるための貴重な財源となっています
※2020年の成人式衣裳の予約受付は、１月15日（火）からです

会　場

特　典

レンタル料

春の貸衣裳予約会
社会福祉協議会では、市民の皆さまの新生活に少しでもお役に
立てればと、素敵な衣裳を取り揃えてお待ちしています。
社会福祉協議会では、市民の皆さまの新生活に少しでもお役に
立てればと、素敵な衣裳を取り揃えてお待ちしています。



年男・年女の方々 の

今年の抱負今年の抱負
　今年の干支である「亥年」生まれの１２人の方
にご登場いただき、今年の抱負等を自由に語っ
ていただきました。
　皆さんは、どんな年にしたいですか？
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（有　年）
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（西　部）

三木　良子さん
（坂　越）

花房　龍太郎さん
（赤　穂）

社
会
福
祉
法
人
赤
穂
市
社
会
福
祉
協
議
会

理
事
長　

小
寺　

康
雄

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、輝
か

し
い
新
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
心
か
ら

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。ま
た
、旧
年
中
は
赤
穂

市
社
会
福
祉
協
議
会
の
運
営
に
対
し
、特
段
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
、厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、近
年
に
お
け
る
福
祉
を
取
り
巻
く

環
境
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
お
り
、福
祉

や
生
活
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
深
刻
化

す
る
中
、家
族
の
絆
、地
域
住
民
の
支
え
あ
い
、

交
流
の
大
切
さ
が
改
め
て
重
要
視
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

本
会
で
は
地
域
福
祉
を
推
進
す
る
団
体
と

し
て
、市
民
の
皆
さ
ま
を
始
め
、関
係
機
関
、

団
体
等
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、誰
も
が

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉

の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、役
職
員
等
一
丸
と

な
っ
て
地
域
福
祉
の
更
な
る
向
上
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
か
ら
の
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
祈
念

申
し
上
げ
ま
し
て
、新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と

し
ま
す
。 新

年
の
ご
あ
い
さ
つ

一生懸命
前向きに 生きる

鈴木　愛弓 さん
（尾　崎）

小畑　裕慎さん
（御　崎）

松本　なお子さん
（西　部）

土田　進三さん
（塩　屋）

尼子　勝義さん
（高　雄）

佐々木　美紀さん
（有　年）

松本　夢来さん
（赤穂特別支援学校６年）

P03　2Ｃ（スミとマゼンタ） P02　2Ｃ（スミとマゼンタ）
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&&
教えて！
民生児童委員のこと
教えて！
民生児童委員のこと

民生児童委員とは？民生児童委員とは？
　民生委員は、厚生労働大臣から委嘱され、地域福祉
の向上のために活動するボランティアで、児童委員を

兼ねています。任期は３年で、全国一斉に改選が行われます。
　赤穂市内では、１１１人の方がそれぞれの担当地区で活動し
ており、そのうち５人は「主任児童委員」として、子どもに関す
る相談や支援を中心に活動しています。
　このほか、民生児童委員に協力して福祉活動を行う「地域福祉推進委員（民生・児童
協力員）」が、市長（県知事）から委嘱され活動しています。

民
民

11

の
兼ねてい

　民生児童委員には守秘義務があるため、生活に対
する悩みや不安があれば、安心して相談できます。

　（例えばこんな相談）
　・高齢でひとり暮らしになり、心細い　
　・福祉サービスについて知りたい
　・近所に困っている人がいるが、どうすればよいか
　　分からない

民

33

す
　（例えば

どんな活動をしているの？どんな活動をしているの？

誰もが住み慣れた地域で安心して暮らせるよう、主に次の活動をしています。

どどどど

誰も

22

誰誰

西部地区民生児童委員
椎畑　廣美さん

尾崎地区民生児童委員
濱田　雅司さん

①見守る
　ひとり暮らしの高齢者
や子育て世帯、生活上の
問題を抱えている人な
ど、福祉の援助が必要な
人を把握し見守ります。

②支える
　悩みや心配ご
とを抱えている
人に寄り添い、
親身になって相
談にのります。
　

③つなぐ
　援助が必要な人と、行政
や専門機関をつなぐ「パイ
プ役」になります。また、福
祉制度やサービスについ
て情報提供を行います。

お弁当を届ける柏 日出男さん（城西地区民生児童委員）と
利用者の宮崎順子さん

気軽に声をかけてもらえ、
主人と２人ですが安心して生
活できています。
お弁当も毎回楽しみで、美
味しくいただいています。

～利用者の声～
どんな時に相談したらいい？どんな時に相談したらいい？
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今
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の
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で
は
、
地
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の
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い
手
と
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て
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る
民
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紹
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ま
す
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高雄地区民生児童委員
古森　雄三さん

　退職後、民生児童委員
になりました。一人では到
底できるものではなく、
家族や周りの協力に支え
られているからこそでき
る活動だと感じていま
す。
　普段活動で感じること
は、本当は困っていても
「困っている」と声をあげ

る人は少ないことです。これは、相手を信頼してい
ないと言いにくいことだと思うので、普段の見守
りや声かけはもちろん、不在時には訪問したこと
を伝えるメモを残すようにしています。こういう一
つひとつの積み重ねが、声をかけやすい関係づく
りになると信じ、自分のできる範囲でこれからも活
動していきたいです。

赤穂地区民生児童委員
久須　律子さん

　地域福祉推進委員を経
て、民生児童委員になり
ました。大変だと感じるこ
ともありますが、普通の
主婦では経験できないこ
とや、行政や社協などの
関係団体とつながれるな
ど、得るものも多いです。
　活動を続けていく中で、
地区の方と顔見知りにな

り、お互いが声をかけあいやすくなりました。「●
●さんとこ、困っているみたい」と相談してくれた
ことで訪問し、必要なサービスにつなぐことがで
きたこともあります。
　事情のない家庭はありません。それぞれの家庭
に合わせ、地域の中で見守り、必要に応じた支援を
していくことを心がけています。
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人を把握し見守ります。

②支える
　悩みや心配ご
とを抱えている
人に寄り添い、
親身になって相
談にのります。
　

③つなぐ
　援助が必要な人と、行政
や専門機関をつなぐ「パイ
プ役」になります。また、福
祉制度やサービスについ
て情報提供を行います。

お弁当を届ける柏 日出男さん（城西地区民生児童委員）と
利用者の宮崎順子さん

気軽に声をかけてもらえ、
主人と２人ですが安心して生
活できています。
お弁当も毎回楽しみで、美

味しくいただいています。

～利用者の声～
どんな時に相談したらいい？どんな時に相談したらいい？

品
数
豊
富
で
彩
り
に
も
気
配
り
し
た

手
作
り
の
お
弁
当（
塩
屋
地
区
）

民
生
委
員
・
児
童
委
員

見
守
る
・
支
え
る

特集

社
協
で
は
、
市
内
に
居
住
し
て
い

る
ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
お
よ
び
高

齢
者
世
帯
等
を
対
象
と
し
て
、
市
内

９
地
区
の
地
域
福
祉
推
進
連
絡
会

（
民
生
児
童
委
員
と
地
域
福
祉
推
進

委
員
で
組
織
）
の
協
力
に
よ
り
、
月

１
回
程
度
、
手
作
り
の
お
弁
当
を
届

け
て
い
ま
す
。

「
こ
ん
に
ち
は
、
お
弁
当
持
っ
て

き
ま
し
た
」「
身
体
の
調
子
は
ど
う

で
す
か
？
」
な
ど
、
単
に
お
弁
当
を

届
け
る
だ
け
で
な
く
、
あ
い
さ
つ
や

会
話
を
通
し
て
、
地
域
住
民
同
士
の

絆
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

見
守
る
・
支
え
る
・
地
域
住
民
を
つ
な
ぐ

地
域
に
寄
り
そ
う

「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
」（
以
下
、
民
生
児
童

委
員
）を
ご
存
じ
で
す
か
？

少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化
な
ど
の
進
展
と
と

も
に
、人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
薄
れ
て
き
て
い

る
現
代
社
会
。そ
の
中
で
地
域
の
声
に
耳
を
傾
け
、

地
域
住
民
の
つ
な
ぎ
役
と
し
て
、日
々
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
解
決
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
回
の
特
集
で
は
、
地
域
福
祉
の
担
い
手
と
し

て
活
動
す
る
民
生
児
童
委
員
を
紹
介
し
ま
す
。

高雄地区民生児童委員
古森　雄三さん

　退職後、民生児童委員
になりました。一人では到
底できるものではなく、
家族や周りの協力に支え
られているからこそでき
る活動だと感じていま
す。
　普段活動で感じること
は、本当は困っていても
「困っている」と声をあげ

る人は少ないことです。これは、相手を信頼してい
ないと言いにくいことだと思うので、普段の見守
りや声かけはもちろん、不在時には訪問したこと
を伝えるメモを残すようにしています。こういう一
つひとつの積み重ねが、声をかけやすい関係づく
りになると信じ、自分のできる範囲でこれからも活
動していきたいです。

赤穂地区民生児童委員
久須　律子さん

　地域福祉推進委員を経
て、民生児童委員になり
ました。大変だと感じるこ
ともありますが、普通の
主婦では経験できないこ
とや、行政や社協などの
関係団体とつながれるな
ど、得るものも多いです。
　活動を続けていく中で、
地区の方と顔見知りにな

り、お互いが声をかけあいやすくなりました。「●
●さんとこ、困っているみたい」と相談してくれた
ことで訪問し、必要なサービスにつなぐことがで
きたこともあります。
　事情のない家庭はありません。それぞれの家庭
に合わせ、地域の中で見守り、必要に応じた支援を
していくことを心がけています。
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地
域
住
民
を
つ
な
ぐ

主
任
児
童
委
員
を
ご
存
じ
で
す
か
？

主
任
児
童
委
員
は
、
各
中
学

校
区
に
一
人
ず
つ
お
り
、
行
政

や
学
校
と
連
携
し
、
校
区
内
の

児
童
や
そ
の
保
護
者
を
対
象
に

生
き
づ
ら
さ
が
解
消
で
き
る
よ

う
に
、
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
民
生
児
童
委
員
と
も
協

力
し
、
困
り
ご
と
の
発
見
な
ど
、

見
守
り
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ

ン
と
は
、
地
域
の
人
た
ち
が
、
身

近
な
場
所
で
気
軽
に
集
い
、
仲

間
と
楽
し
く
過
ご
せ
る
『
い
こ

い
の
た
ま
り
場
』
で
す
。サ
ロ
ン

に
参
加
し
て
い
る
人
か
ら
「
人

と
会
え
て
、
話
が
で
き
る
の
が

何
よ
り
も
楽
し
み
」
と
い
う
声

を
よ
く
聞
き
ま
す
。

　

地
域
や
近
隣
の
人
と
の
つ
な

が
り
を
深
め
る
た
め
、
今
後
も

〝
地
域
住
民
を
つ
な
ぐ
場
〞
と

し
て
重
要
性
が
高
ま
っ
て
お

り
、
そ
の
リ
ー
ダ
ー
役
と
し
て
、

民
生
児
童
委
員
が
活
躍
し
て
い

る
地
区
も
あ
り
ま
す
。

　
「
家
か
ら
一
歩
外
に
出
て
、
人

と
会
い
、
笑
い
あ
え
る
場
所
を

作
り
た
い
と
思
っ
た
の
が
き
っ

か
け
で
サ
ロ
ン
を
開
設
し
、
10

年
が
過
ぎ
ま
し
た
」
と
話
す
の

は
、
坂
越
地
区
の
下
高
谷
で『
お

た
っ
し
ゃ
ク
ラ
ブ
』
を
運
営
し

て
い
る
穐
本
千
津
子
さ
ん
で

す
。民
生
児
童
委
員
を
務
め
て

９
年
目
に
な
り
ま
す
。

　

毎
月
第
４
土
曜
日
に
、
下
高

谷
集
会
所
で
開
催
さ
れ
る
サ
ロ

ン
に
は
、
70
代
〜
80
代
を
中
心

に
、
15
名
ほ
ど
の
参
加
者
が
集

ま
り
ま
す
。誕
生
会
や
リ
ハ
ビ

リ
体
操
で
心
地
よ
い
汗
を
流
し

た
後
は
、
輪
投
げ
大
会
や
作
品

づ
く
り
、
季
節
に
合
っ
た
行
事

な
ど
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
「
仲
間
が
い
て
、
支
え
て
く
れ

る
人
が
い
る
。そ
し
て
来
て
く

れ
る
人
が
い
る
か
ら
サ
ロ
ン
が

成
り
立
っ
て
い
る
。必
要
と
し

て
く
れ
る
人
が
い
る
か
ら
、
私

た
ち
民
生
児
童
委
員
も
成
り

立
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
」
と

穐
本
さ
ん
。「
何
か
困
っ
た
こ
と

な
い
？
」「
サ
ロ
ン
で
待
っ
て
る

よ
」な
ど
、
今
日
も
笑
顔
で
地
域

の
皆
さ
ん
の
た
め
に
活
動
し
て

い
ま
す
。

参加者と談笑する田川芳弘自治会長

穐本さん（上段左）を支えるスタッフの皆さん

～スタッフの声～
普段、近くに住んでいても顔を合わす
機会が少ないので、月 1回でも、みんな
の元気な顔を見られることが良いことだ
と思っています。スタッフではなく参加者
としてサロンに参加したいなぁという気
持ちもありますが、できる範囲で穐本さ
んと活動を支えていけたらと思います。

～自治会長の声～
民生児童委員の活動は、心身ともに大変

なことが多いと思いますが、穐本さんは、誰
とも分け隔てなく接することができ、何か
あるとすぐに動いてくれます。熱心に活動し
てくれることで、地域の方も安心して相談
でき、地域が明るくなりました。

11月には恒例の寄せ植えを行いました

年に２回は子ども会と交流を深めます

　社会情勢の変化に伴って、多様化する地域の課題。そのような中で、民生児童委員は皆さんが安心し
て暮らし続けられる地域になるよう、熱意と責任感、そして人の心に寄り添うやさしい気持ちをもって
活動しています。あなたの身近な相談相手として、お気軽にご相談ください。

担当地区など民生児童委員についての問合せ 市役所社会福祉課いきがい福祉係 ☎４３－６８０9
社協だより掲載内容についての問合せ 社協 ☎４２－１３９７

　私たち民生児童委員は、「自分の地域のために」という思いのも
と、住民の立場に立って活動しています。私自身、平成１３年に民生
児童委員になり１７年あまりになりますが、日頃からできるだけ地
域を歩き、自分の目や周りから情報を得るよう心がけています。
　現代は家族関係が希薄となり、さまざまな問題が生じていま
す。民生児童委員の担当地区と自治会の区別が必ずしも一致して
いる訳ではなく、活動する上での課題もありますが、福祉分野で
担っている役割は大きいと感じています。市民の皆さんに民生児
童委員を正しく理解してもらい、必要性を感じてもらえるようにこ
れからも努力していきたいと思います。

赤穂市民生委員児童委員協議会会長
水野　亮さん

　私たちの活動は、まずは信用してもらうことから始まり
ます。１年や２年では分からないことも多く、長い目で見
て励まし続け、声をかけ続けることが大切ではないかと
感じています。「地域の子は自分たちの子」として見守っ
ていきたいです。
　不安や心配なことがあれば、
一人で抱え込まず気軽に声を
かけてください。

子育て
支援
子育て
支援

主な活動主な活動児童健全
育成
児童健全
育成 個別援助個別援助
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住
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主
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児
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委
員
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で
す
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？

主
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、
各
中
学
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お
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、
行
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学
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と
連
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れ
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ど
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の
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に
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動
し
て

い
ま
す
。

参加者と談笑する田川芳弘自治会長

穐本さん（上段左）を支えるスタッフの皆さん

～スタッフの声～
普段、近くに住んでいても顔を合わす

機会が少ないので、月 1回でも、みんな
の元気な顔を見られることが良いことだ
と思っています。スタッフではなく参加者
としてサロンに参加したいなぁという気
持ちもありますが、できる範囲で穐本さ
んと活動を支えていけたらと思います。

～自治会長の声～
民生児童委員の活動は、心身ともに大変
なことが多いと思いますが、穐本さんは、誰
とも分け隔てなく接することができ、何か
あるとすぐに動いてくれます。熱心に活動し
てくれることで、地域の方も安心して相談
でき、地域が明るくなりました。

11月には恒例の寄せ植えを行いました

年に２回は子ども会と交流を深めます

　社会情勢の変化に伴って、多様化する地域の課題。そのような中で、民生児童委員は皆さんが安心し
て暮らし続けられる地域になるよう、熱意と責任感、そして人の心に寄り添うやさしい気持ちをもって
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　私たち民生児童委員は、「自分の地域のために」という思いのも
と、住民の立場に立って活動しています。私自身、平成１３年に民生
児童委員になり１７年あまりになりますが、日頃からできるだけ地
域を歩き、自分の目や周りから情報を得るよう心がけています。
　現代は家族関係が希薄となり、さまざまな問題が生じていま
す。民生児童委員の担当地区と自治会の区別が必ずしも一致して
いる訳ではなく、活動する上での課題もありますが、福祉分野で
担っている役割は大きいと感じています。市民の皆さんに民生児
童委員を正しく理解してもらい、必要性を感じてもらえるようにこ
れからも努力していきたいと思います。

赤穂市民生委員児童委員協議会会長
水野　亮さん

　私たちの活動は、まずは信用してもらうことから始まり
ます。１年や２年では分からないことも多く、長い目で見
て励まし続け、声をかけ続けることが大切ではないかと
感じています。「地域の子は自分たちの子」として見守っ
ていきたいです。
　不安や心配なことがあれば、
一人で抱え込まず気軽に声を
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●高雄小学校児童の皆さん

●平成３０年度共同募金実績報告

●赤穂高等学校生徒の皆さん ●赤穂市仏教会の皆さん

　10月に行われた赤い羽根共同募金運動では、市民の皆さんのご協力の
もと、目標額を超える多くの募金が寄せられました。あたたかなご協力を
ありがとうございました。
　集められた募金は、平成31年度に県内の民間社会福祉施設等に配分さ
れるほか、その大部分が、赤穂市社会福祉協議会の小地域福祉活動や高齢
者・障がい者・児童福祉活動、ボランティア活動等へ配分されます。
　皆さんの手で集められた募金が、まちの福祉向上につながるよう有効
に活用させていただきます。

　6月に田植えをし、児童の皆さんの
手で収穫されたもち米を、今年も30ｋｇ
寄贈してくださいました。介護特別食
などに配分させていただきます。

　12月14日（金）義士祭にて、赤穂高等学校生徒および赤
穂市仏教会の皆さんによる街頭募金活動が行われ、たくさ
んの方にご協力いただきました。

～ 歳末たすけあい運動 ～

学校募金　2％
街頭募金外　7％

職域募金
9％

大口募金
10％

中口募金
9％

戸別募金
63％

赤い羽根共同募金・歳末たすけあい運動に
ご協力ありがとうございました！

募金総額
11,621,079 円

P09　2Ｃ（スミとマゼンタ） P08　2Ｃ（スミとマゼンタ）

区　　　　分 目標額（円） 実績額（円） 左の内訳
戸 別 募 金 7,350,000 7,273,650 15,171戸
中 口 募 金 1,050,000 1,051,870 733件
大 口 募 金 1,100,000 1,158,500 188件

職
域
募
金

赤 い 羽 根

1,100,000

341,571
バ ッ ジ 106,020 228個
ク オ カ ー ド 363,300 865枚
図 書 カ ー ド 171,000 450枚
愛ちゃんシール 12,168 36個

計 1,100,000 994,059
学 校 募 金 300,000 252,725 5,912人

街 頭 募 金 外 600,000 890,166
無人募金箱

401,368円
街頭(26回実施)

488,798円
その他（預金利息） 109 前年度繰越利息

合　　　　計 11,500,000 11,621,079 達成率� 101.05％
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● 日時： 第 2 木曜、第 3土曜日
 午前10 時～正午
● 場所： 総合福祉会館１階教養娯楽室
※参加費無料

●対象者
市内在住で平成３１年４月に市内中学校へ入学する
子どもがいる、児童扶養手当を受給しているひとり
親家庭、または両親ともいない家庭で、助成を希望
される方。
●申込期間　２月１日（金）～３月２０日（水）
●助成金額　1人当たり　上限１２，０００円
●必要書類
①ひとり親家庭中学生体操服購入助成申請書（様式第１号）
　②児童扶養手当証明書（写し）
　③健康保険証など子どもの生年月日が分かる書類（写し）
　④中学生体操服を購入した時の領収書（写し）
　　※保護者または子どもの名前が記入されたもの
　⑤振込先口座が記載されている通帳（写し）

●対象者
市内在住で平成３１年４月に市内小学校へ入学する
子どもがいる、 児童扶養手当を受給しているひとり
親家庭、または両親ともいない家庭で、助成を希望
される方。
●申込期間　申込受付中～２月２８日（木）
●助成金額　1人当たり　上限２０，０００円
●必要書類
①ひとり親家庭ランドセル購入助成申請書（様式第１号）
　②児童扶養手当証明書（写し）
③健康保険証など子どもの生年月日が分かる書類（写し）

　④ランドセルを購入した時の領収書（写し）
　　※保護者または子どもの名前が記入されたもの
　⑤振込先口座が記載されている通帳（写し）

ランドセル購入費用の
一部を助成します
ランドセル購入費用の
一部を助成します

中学生体操服購入費用の
一部を助成します
中学生体操服購入費用の
一部を助成します

　おもちゃライブラリーでは、子どもたちの豊
かな心の育成を目的に、遊び場の提供やお
もちゃの貸し出しを行っています。

上記の他にも、たくさんの新しいおもちゃが仲間入り！
ぜひ遊びに来てください。

おもちゃの貸し出しも行っています！！

ひとり親家庭などを応援！！

おもちゃライブラリー親子参加型冬のイベント

音楽と物語の　　　  な出会い音楽と物語の　　　  な出会い

親子参加型冬のイベント

　ゆるーいメロディーとともに、絵本の読み聞かせをお届けします。ウクレレやカホンなど、
めずらしい楽器も登場します。人形劇は、皆さんおなじみの「３びきのこぶた」。
　小さな子どもから大人まで、親子で夢中になること間違いなし！

●日　　時　２月１６日（土） 午前１０時～１１時
●場　　所　総合福祉会館　１階教養娯楽室
●定　　員　５０名※小学３年生以下の方は保護者の方も一緒にご参加下さい
●参 加 費　無料
●講　　師　絵本の読み聞かせ：まるまるまる　人形劇：みっくすじゅーす
●申込期間　２月４日（月）～２月８日（金）
 　　　　　　≪☎42-1397 または福祉会館へご来館のうえ、申し込みください≫

～子育て中の皆さまへお知らせ～

ホっと

上記必要書類を揃え、社協（福祉会館）へ提出してください。
※助成申請書は、社協窓口かホームページからダウンロードできます●申込方法

P9　2Ｃ（スミとマゼンタ） P8　2Ｃ（スミとマゼンタ）
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ボランティアボランティア
Let's （お問い合わせ）

赤穂市ボランティアセンター
〒６７８－０２３２
赤穂市中広２６７（総合福祉会館内）
ＴＥＬ：０７９１－４２－１３９７
ＦＡＸ：０７９１－４５－２４４４
http://ako-shakyo.jp
Ｅ-ｍａｉｌ：ako-vc@ako-shakyo.jp

第10号
2019年1月

P09　2Ｃ（スミとマゼンタ） P08　2Ｃ（スミとマゼンタ）

☆災害ボランティア登録者募集中☆☆災害ボランティア登録者募集中☆

災害ボランティアセンター開設訓練を実施します！
いざという時に備えていざという時に備えて

　社協では、災害時に被災地支援活動をお手伝いい
ただける方を随時募集しています。現在、赤穂市民
７９名が災害ボランティアに登録されています。
　登録いただくと、訓練や災害研修、被災地支援活動
の予定などを直接ご案内します。

登録
方法

　社協窓口にて申込書に記
入・提出して下さい。（ボラン
ティア保険に加入希望の場
合は、印鑑と保険料が必要）
　詳しくは社協まで

〇日　時 : ２月１７日（日）  午前９時～正午
〇場　所 : 総合福祉会館
〇申　込 : 不要
〇問合せ : 社協 ☎４２-１３９７

　昨年も日本各地で大規模災害が起こり、被災地では災害ボランティアセンターが立ち上がりました。
　災害時には多くの支援が必要となり、被災した市民や街を復旧・復興させるには、ボランティアの力
が不可欠です。そのボランティア活動の拠点となるのが災害ボランティアセンターです。
　赤穂市でも、いつ災害が発生するかわかりません。地震、津波、水害などの被災時において、円滑な
ボランティア活動を行えるよう、災害ボランティアセンター開設訓練を行います。
　訓練を行うには、多くの皆さんの協力が必要です。
過去に参加された方も、初めての方も、ぜひ訓練に
参加してください。
　力を合わせて災害に備えましょう！

（
昨
年
の
様
子
）
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「障がいへの理解を深めていくために」
　12月８日（土）、総合福祉会館にて、「障がい者週間
ともに考える市民のつどい」が開催され、145名の参
加がありました。つどいでは、福祉作文入賞者の表彰・
発表、人権啓発講師である鈴木ひとみ氏の講演会、障
がい者施設等による展示、即売会が行われました。
　福祉作文入賞者の作品を掲載した冊子は、総合福
祉会館窓口で希望者に配布しています。

「善意をお預かりしました」
　この度、三菱電機エンジニアリング様より同社と労働
組合の社会貢献活動の一環として、善意銀行に30万円
を寄付していただきました。預託者のお気持ちを大切
にし、福祉活動推進のため有効に活用していきます。
　ありがとうございました。

あこう福祉ニュース

「サンタさんがやってきた！！」
　社協では、地域での行事を盛り上げるために、サン
タクロース衣裳を市内の団体に無料で貸し出ししてい
ます。１２月３日（月）には、子育てひろば「うねっこ」の
クリスマス会に登場。子どもたちは、サンタさんの突
然の訪問に驚きながらも、笑顔で出迎えました。

【一般相談】 1月23日（水） 1月30日（水）
 2月6日（水）   2月13日（水）

【弁護士相談】（要予約） 1月16日（水）
【カウンセラーによるこころの相談】（要予約）
 1月23日（水） 2月6日（水）
※時間はいずれも午後１時～５時までです
※相談は無料です 〈問合せ〉社協　☎42-1397

心配ごと相談所のご案内心配ごと相談所のご案内
（1月16日～2月13日まで）（1月16日～2月13日まで）

あなたのやさしさを善意の窓口へ―――

預託状況（12月1日～12月19日受付分）
あたたかい善意をありがとうございました

赤穂市善意銀行
マスコットキャラクター

ぜんい君 こころちゃん

●委任預託

300,000

10,000

5,000

25,450

2,000

13,589

雑巾100枚

3,000

5,500

福祉のために

車椅子借用御礼

福祉のために

車椅子借用御礼

善意に

車椅子借用御礼

しあわせフェスティバル売上金を

ＪＡ西播磨地区ふれあいフェスタ売上金の一部を

三菱電機エンジニアリング株式会社

ＪＡ兵庫西女性会西播磨地区助けあいの会 

ＪＡ兵庫西西播磨営農生活センター

西 有 年

相 生 市

宮 前 町

匿 名

匿 名

妙修寺婦人会

匿 名

住　所 預　託　者 金　　額 預　託　内　容

（敬称略）

◎善意銀行受付窓口・・・赤穂市社会福祉協議会◎

赤穂市シルバー人材センター 義士祭奉賛甘酒無料会場にて善意の募金を

ほほえみ会・土筆会・みつばち・山びこ

P11　2Ｃ（スミとマゼンタ） P10　2Ｃ（スミとマゼンタ）

ボランティアボランティア
Let's （お問い合わせ）

赤穂市ボランティアセンター
〒６７８－０２３２
赤穂市中広２６７（総合福祉会館内）
ＴＥＬ：０７９１－４２－１３９７
ＦＡＸ：０７９１－４５－２４４４
http://ako-shakyo.jp
Ｅ-ｍａｉｌ：ako-vc@ako-shakyo.jp

第10号
2019年1月

P09　2Ｃ（スミとマゼンタ） P08　2Ｃ（スミとマゼンタ）

☆災害ボランティア登録者募集中☆☆災害ボランティア登録者募集中☆

災害ボランティアセンター開設訓練を実施します！
いざという時に備えていざという時に備えて

　社協では、災害時に被災地支援活動をお手伝いい
ただける方を随時募集しています。現在、赤穂市民
７９名が災害ボランティアに登録されています。
　登録いただくと、訓練や災害研修、被災地支援活動
の予定などを直接ご案内します。

登録
方法

　社協窓口にて申込書に記
入・提出して下さい。（ボラン
ティア保険に加入希望の場
合は、印鑑と保険料が必要）
　詳しくは社協まで

〇日　時 : ２月１７日（日）  午前９時～正午
〇場　所 : 総合福祉会館
〇申　込 : 不要
〇問合せ : 社協 ☎４２-１３９７

　昨年も日本各地で大規模災害が起こり、被災地では災害ボランティアセンターが立ち上がりました。
　災害時には多くの支援が必要となり、被災した市民や街を復旧・復興させるには、ボランティアの力
が不可欠です。そのボランティア活動の拠点となるのが災害ボランティアセンターです。
　赤穂市でも、いつ災害が発生するかわかりません。地震、津波、水害などの被災時において、円滑な
ボランティア活動を行えるよう、災害ボランティアセンター開設訓練を行います。
　訓練を行うには、多くの皆さんの協力が必要です。
過去に参加された方も、初めての方も、ぜひ訓練に
参加してください。
　力を合わせて災害に備えましょう！

（
昨
年
の
様
子
）

賛助会費  ありがとうございました
（敬称略）

【個人】　　 桝本　由香子 

福祉の拠点をみんなで支えてください。
（ 法人会費：5,000円、個人会費：2,000円、一般会費：500円 ）

　賛助会費は、社会福祉協議会の貴重な財源です。安定した地域福祉事業
の充実や発展を図るためにも、皆様のあたたかい援助が必要です。
　ご協力をお願いいたします。
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■ 編集後記 ■

職　種 人　員 受　験　資　格

専任職員  　
（事務職）

１名

正規職員募集
◎採用試験 日　時：平成31年２月４日（月）午前９時から
 場　所：総合福祉会館　２階研修室
 内　容：教養試験・作文・面接
◎受付期間 １月31日（木）まで
 午前８時30分～午後５時（土日・祝日を除く）
◎申込方法 当社協指定の履歴書に必要事項を記入のうえ、
 社会福祉協議会まで持参してください。（郵送不可）
◎問合せ先 赤穂市社会福祉協議会（☎42-1397）

昭和58年４月２日以降に生まれた
人（平成31年４月１日における満
年齢が35歳までの人）で、社会福
祉士資格を有する人又は平成31年
３月までに同資格を取得見込の人

「あこう社協だより」は、赤い羽根共同募金の配分金で作成しています。

あこう社協だよりあこう社協だより

　１２月１日（土）～２３日（日）にかけて、市内１４
地区で『三世代交流もちつき大会』が行われまし
た。
　この事業は、歳末たすけあい運動の一環とし
て、子どもから大人・高齢者までの三世代がもち
つきで交流しながら実施されています。
　つきあがった餅は、ひとり暮らし老人・高齢者
世帯等の対象者に配られました。
（写真は、１２月１日　赤穂地区の様子）

2019年1月
（No.46）

ご意見・問合せは ホームページもぜひご覧ください！

社会福祉法人 赤穂市社会福祉協議会　〒678-0232 赤穂市中広267番地
電 話　０７９１－４２－１３９７／ＦＡＸ　０７９１－４５－２４４４
E-mail　ako-shakyo@ako-shakyo.jp 検索検索赤 穂 市 社 協

　新年あけましておめでとうございます。１月号、何か新年らしい企画を！ということで、
亥年生まれの方に新年の抱負をうかがいました。どなたにお話を聞きにいこうか考え、福
祉施設、学校、大学、民生委員さんなどにお声かけし、12 歳から 96 歳までの 12 名の方が
素敵な笑顔で応じてくださいました。
　新たな一年、今年も多くの市民の皆さまにこの「あこう社協だより」をご愛読いただき、
また一人でも多くの方に紙面に登場していただきますよう、取材についてもご協力よろしく
お願いいたします。 （阿）

期　間
１月31日（木）～２月２日（土）
午前９時～午後５時

福祉会館２階
展示室・貸衣裳室

・打掛 ………………………… ￥30,000 ～
・ウエディングドレス……… ￥20,000 ～
・紋付 ………………………… ￥15,000 ～
・タキシード ………………… ￥12,000 ～
・モーニング ……………………￥ 5,000　 

・振袖 ………………………………… ￥10,000 ～
・留袖 ………………………………… ￥ 4,000 ～
・子供服 …………………………… ￥ 3,000 ～
・ゲストドレス …………………… ￥ 3,000 ～

問合せ先　赤穂市社会福祉協議会 貸衣裳（☎42-1397）

・花嫁衣裳…２割引・その他貸衣裳…１割引
・花嫁衣裳20万円以上ご契約者…
　　　　　　　持込料半額負担（上限４万円）
・新郎新婦衣裳・振袖写真撮りのみ…３割引

年男・年女の方々の今年の抱負・・・・・・・・・・・・・・・・・2Ｐ

（特集）見守る・支える・地域住民をつなぐ
地域に寄りそう　民生委員・児童委員・・・・・・・・・・4Ｐ

赤い羽根共同募金・歳末たすけあい運動に
ご協力ありがとうございました！・・・・・・・・・・・・・・・・8Ｐ

子育て中の皆さまへお知らせ・・・・・・・・・・・・・・・・・・9Ｐ

Let's ボランティア第10号・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10Ｐ

まち発見！あこう福祉ニュース・・・・・・・・・・・・・・・・11Ｐ

正規職員募集／春の貸衣裳予約会・・・・・・・・・・・12Ｐ

2019年2019年

※貸衣裳の収益金は地域福祉を高めるための貴重な財源となっています
※2020年の成人式衣裳の予約受付は、１月15日（火）からです

会　場

特　典

レンタル料

春の貸衣裳予約会
社会福祉協議会では、市民の皆さまの新生活に少しでもお役に
立てればと、素敵な衣裳を取り揃えてお待ちしています。
社会福祉協議会では、市民の皆さまの新生活に少しでもお役に
立てればと、素敵な衣裳を取り揃えてお待ちしています。
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